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Dr. NDr. N「残念！『OK』を押すのが正解です」
AIAI「そんなずるいです！ わかりにくすぎます！」
Dr. NDr. N「どんどん次に行きましょう。さて、こちらはカルテ
41 で紹介した階段の踊り場の事例です（図 4）」
AIAI「次こそは！」

ChatGPTChatGPT「真ん中に見える階段を降りれば良いです」
Dr. NDr. N「残念、まさに理想的な回答です。実はこれは鏡なの
で、中央に見えている階段に向かうと、鏡にぶつかってし
まいます」
AIAI「えっ、危なすぎでしょ…」
Dr. NDr. N「ですよねぇ。では、カルテ 22 からこんな事例はど
うでしょうか？（図 5）」

ChatGPTChatGPT「『赤色』ですね、女性ですから」
Dr. NDr. N「残念。緑色が女性用です。ちゃんと文章で書いてあ
りますよ。『女性用』の文字の色で判断しちゃったんですね」
ChatGPTChatGPT「いや、でも女性は赤が常識…」
Dr. NDr. N「いやぁ、いい感じに引っかかってくれますね。では

ChatGPTChatGPT「こんなの簡単です！両方とも左側ですよね」
Dr. N Dr. N 「残念。上側の事例でも化粧室は左にあるんですよね。
なるほどなるほど。BADUI にうまくはまってくれるようで
すね」
ChatGPTChatGPT「そのためのものじゃないです！ 私は UI 分析を
専門とする AI です。次の事例をください！」
Dr. NDr. N「はい、ではカルテ 7 で登場したこちらはどうでしょ
う？この部屋は何階にありますか？（図 2）」

ChatGPTChatGPT「もちろん 3 階です、常識でしょう」
Dr. NDr. N「ひっかかりましたね。私もそう勘違いしました。で
も実を言うと 8 階にあるんです」
ChatGPTChatGPT「えっ、そんなのって…」
Dr. NDr. N「ですよねぇ。ではカルテ 21 で紹介したこれはどう
でしょう？（図 3）」

ChatGPTChatGPT「当然『キャンセル』です！」

ここは、とある町にある一風変わった診療所。悩みを抱え
たユーザインタフェースたちがやってきます。Dr. ナカム
ラと一緒に病気を治してあげましょう。あれ、今日はちょっ
と特殊な方が見えているようです・・・

Dr. NDr. N「スタッフ募集の貼り紙を見てきてくれたそうで、は
じめまして」
ChatGPTChatGPT「こんにちは。はじめまして。私は、とても高い
能力をもつAI＊1です 。画像からのUI診断をお助けします！ 
雇ってもらえないでしょうか？」
Dr. NDr. N「おぉ、AI さんがスタッフ募集に応募するとは、時
代も変わったものですね。では採用するかどうか決めるた
め、いくつか UI の事例を見せますので、それについて回
答してください」
ChatGPTChatGPT「はい、かしこまりました！ 見せてください！」
Dr. NDr. N「では、カルテ 11 で紹介したこれはどうでしょう？ト
イレがどっちの方向にあるか答えてください（図 1）」

最後の事例に行きましょう。こちらはカルテ 13 で登場した
照明と換気扇のスイッチの事例です、『両方 ON』なのはど
れですか？（図 6）」

ChatGPTChatGPT「一番右ですね、両方 LED が点いてますから」
Dr. NDr. N「残念！ 左から 2 つ目が両方 ON です。この事例、
上は『ほたるスイッチ』で、緑色の LED が消えているとき
が ON、下は『パイロットスイッチ』で、赤色の LED がつ
いているときが ON なんですよね」
ChatGPTChatGPT「えっ…もうなんかすみません。色々と世の中で
もてはやされていてかなり自信を持ってやってきたのです
が、自信がなくなってしまいました。出直して改善してもらっ
てきます」
Dr. NDr. N「採用っ！」
ChatGPTChatGPT「えっ？」
Dr. NDr. N「こんなに BADUI に綺麗にひっかかってくれる AI
さんは助かります。ぜひよろしくお願いします！」
ChatGPTChatGPT「えっ…そんな理由…なんか複雑なんですが…」

今回は GPT-4V を使った事例を紹介させていただきまし
た。読者の皆さんも、ぜひ GPT-4V を使って UI を診断し
てみてください。面白い結果が得られるかもしれませんよ。
なお、Dr. ナカムラに診てもらいたい患者をご存じの方は、
https://up.badui.org/ にご一報ください。

図2　308B号室は何階にある？（カルテ7より）

図3　キャンセルするには？（カルテ21より）

図4　下の階に行くには？（カルテ41より）

図6　どの状態が両方ON？（カルテ13より）

Dr. トモクフのUI トリビア
人間が書いた膨大なネットの文章でトレーニングされている
AI は、「常識」を学習しているとも言える。多くのBADUI は
常識に反しているが故に問題を引き起こしているので、AI が
BADUI に引っかかるのは当然かもしれない。これを発展させ
れば、ユーザビリティチェッカーのような「BADUI チェッ
カー」ができるかもしれんぞ。

担当医：Dr. ナカムラ担当医：Dr. ナカムラ
BADUI 蒐集家。
日々新たな BADUI との出会いを求め、 
カメラ片手に世界を飛び回る。
BADUI 図鑑「失敗から学ぶユーザイン
タフェース（技術評論社）」を出版。

図1　化粧室はどっち？（カルテ11より） ＊ 1 GPT-4 with vision (GPT-4V)

図5　女性のスリッパは何色？（カルテ22より）


